
CURATORCURATORCURATOR

日本の精神を学ぶことで、日本に対する理解を深める。

　「次世代グローバルリーダー」育成を目指し今年４月から開設された国際化教育
プログラム、「KUGF (Kansai University Global Frontier)プログラム」。このプログ
ラムは、学生が早期に学修計画の目標を定め、必要な語学力やグローバル人材にふ
さわしい知識と経験値の向上を図ることで、学部・研究科における外国語による専門
科目受講や各種国際プログラムへの参加促進を目的としています。
　英語のみで進められるKUGFプログラムの授業に、アレキサンダー・ベネット准教
授の「Japanese Philosophy and Thoughts（日本の哲学と思想）」があります。ベ
ネット准教授は「日本人も含めた学生のほとんどが日本文化のビギナーで、日本の宗
教や思想、哲学といったもの、例えば儀式などにどこで触れ合えるかを知らずにいる。
生活のいろいろな場面で宗教の影響を受けているにもかかわらず、意識していない」
と指摘し、「神話の時代から形を変えながらも、現代に生かされている伝統文化やそ
の源となる精神を知り、日本への理解につなげてほしい」と言います。受講生は、一人
を除き全て留学生。さまざまな国の学生が積極的に意見や質問をしながら授業に参
加しており、聴講しているだけの学生は見当たりません。今年度から日本人も、条件付
きで受講可能になったこのプログラム。日本人の学生は留学生と共に母国語ではな
い英語で、異なった国の感性を通じて、自国の伝統文化に触れる機会を得ます。そ
して留学生は、ベネット准教授自身も来日当初に感じたという日本文化の複雑さを、
宗教などの精神文化から掘り下げ、順序立てて整理し、合理的つながりを見出してい
く。そうして日本文化の面白さに気付き、より興味を持つことができれば、単に言葉だ
けでなく、あらゆる面で「日本」への理解が深まるそうです。
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アレキサンダー・ベネット 准教授

日本の宗教や哲学を学ぶためにドイツから来ました。日本
は歴史的・伝統的な文化と先進的・現代的なものが共存
していて不思議な国です。毎日、面白い発見があって興味
深い。そんな日本をより深く知ろうと努力しています。

スヴェンヤ・ワーグナー （Svenja Wagner）さん
（文学部・交換留学生）

留学先で日本の宗教について質問されました。事前に勉強して
いたのに、いざ英語で伝えるとなると難しい。それがこの授業を
受けるきっかけでした。留学を考えているなら、日本人として、
ぜひ日本を理解した上で海外へ行った方がいいと思います。

柿原和貴さん（外国語学部・４年次生）

哲学、思想、宗教を題材に、さまざまな国の学生が意見を交わしながら
神話の時代から現代に至るまでの日本の精神の進化を検証します。

日本人学生には、あらためて自国の
伝統文化に触れる機会を持ってほ
しい。異なる言語、異なる感性を
持った留学生と一緒に学び、時に
議論を交わす。そこから「日本」に
ついて他国の受け取り方や考え方
を知り、母国を考えるきっかけにな
れば。ぜひ、互いに刺激し合い、学
び合ってほしいと思います。
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森下真企さん

西宮市教育委員会 文化財課
西宮市立郷土資料館

啓光学園高等学校（現・常翔啓光学園）出身
2007年文学研究科 博士課程前期課程修了

遺跡を納得できる形で、残したい。
そのために、今も「ひたすら勉強中」。
西宮市に流れる夙川にほど近い西宮市立郷土資料館が、学芸
員、森下真企さんの職場です。森下さんは資料館内で、展示する
発掘物や資料の調査、整理をする一方、実際に遺跡の発掘調査
にも出向くと言います。西宮市内で古墳や門前町などの遺跡の
発掘にあたり、市民に公開するため、調査をするのだそうです。
森下さんが考古学に携わるようになったのは、大学時代に史
学・地理学専修で興味を持ったのが始まり。「考古学研究室に入
り、在学中は三田やエジプトなどの発掘に参加しました」と話し、
エジプトでの印象深いエピソードを続けてくれました。「現地の
人に命綱を託し、遺跡の墓に通じる穴につるされたまま図面を
描いたのはつらい思い出です」。そう言いつつも笑顔でいるの
は、その経験が決してつらいだけでなく、自身にとって大切なも
のであったことを物語っています。
「遺跡は本来なら発掘などせず、そのまま残すのがベスト。でも、
なかなか難しい」。森下さんの夢は、発掘調査で基本的には消失
してしまう遺跡を自分の納得できる状態で残し、時代を超えて後
世に伝えることだそうです。そのためには「日々勉強」と、今でも
何か疑問があれば、学生時代から広がったネットワークを利用し
たり、大学の先生に質問をしたりしています。「大学での学びや経
験、そこで得た人脈は将来、必ず役に立ってくれます。学芸員を
目指す人には充実した大学生活を送ってほしい」と、森下さんは
実感を込めて語ってくれました。

発掘のための必需品。ヘルメットやスコップの他、土の色を見るための
色彩見本なども。
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